
手
紙
文
を
書
こ
う

人
と
人
と
が
本
当
に
心
を
伝
え
合
い
、
わ
か
り
合
う
た
め
に
手
紙
の
役
割
は
重
要
で
す
。

書
く
こ
と
は
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
書
く
こ
と
で
自
分
の
思
い
が
明
瞭
に
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
心
を
込
め
て
書
き
綴
っ
た
手
紙
は
、
必
ず
相
手
の
心
を
打
つ
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
電

話
な
ど
に
は
な
い
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
手
紙
の
書
き
方
を
学
び
、
実
際
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

１

手
紙
は
目
的
に
応
じ
て

手
紙
を
書
く
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
目
的
に
応
じ
て
、
自
分
の
思
い
を
（
意
図
）
が
、
き

ち
ん
と
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
表
す
こ
と
で
す
。

目
的
に
応
じ
た
手
紙
の
種
類

・
依
頼
の
手
紙

・
お
礼
の
手
紙

・
お
知
ら
せ
の
手
紙

・
お
わ
び
の
手
紙

・
お
見
舞
い
の
手
紙

な
ど

２

手
紙
を
書
く
に
は

手
紙
を
書
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
や
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
が
要
求
さ
れ
、
工
夫

も
必
要
で
す
。
ど
ん
な
目
的
で
、
誰
に
当
て
て
書
く
か
に
よ
り
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し

ょ
う
。

（
１
）
相
手
の
立
場
を
考
え
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
２
）
要
件
や
考
え
が
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
わ
る
文
章
か
。

（
３
）
語
句
は
適
切
か
。
誤
字
や
脱
字
は
な
い
か
。

３
基
本
的
な
手
紙
の
書
き
方
を
知
ろ
う

礼
状
、
依
頼
状
な
ど
改
ま
っ
た
場
面
で
は
、
手
紙
の
正
式
な
書
き
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
拝
啓

①
書
き
出
し

②
庭
の
木
々
の
青
葉
が
心
地
よ
い
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。

②
時
候
の
挨
拶

文

③
お
じ
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で
お
過
ご
し
の

③
相
手
の
安
否

こ
と
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
安
否

前

私
も
少
し
ず
つ
中
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
バ

レ
ー
部
に
入
り
、
毎
日
必
死
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
勉

強
と
部
活
を
両
立
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
さ
て
、
こ
の
度
は
素
敵
な
入
学
祝
い
を
お
送
り
い
た

④
用
件

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
計
を
身
に
つ

（
伝
え
た
い
内
容
）

文

け
る
と
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
革
が
と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
規

主

則
正
し
い
生
活
を
し
な
さ
い
と
い
う
お
じ
様
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

⑤
も
う
す
ぐ
連
休
で
す
ね
。
ま
だ
気
温
の
低
い
日
も
あ

⑤
締
め
く
く
り
の

り
ま
す
の
で
、
お
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

挨
拶

文

い
。

⑥
敬
具

⑥
結
び
の
言
葉

⑦
平
成
○
年
○
月
○
日

⑦
日
付

末

⑧
○
○

○
○

⑧
自
分
の
名
前

⑨
○
○

○
○

様

⑨
あ
て
名
・
敬
称

文

⑩
追
伸

お
ば
様
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

⑩
追
っ
て
書
き

副



４

手
紙
文
を
書
こ
う

（
１
）
御
礼
の
手
紙
を
書
い
て
み
よ
う

職
場
体
験
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
職
場
に
、
御
礼
の
手
紙
を
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。次

の
・
・
・
の
部
分
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う

①
拝
啓

①
書
き
出
し

②
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

②
時
候
の
挨
拶

・
・
・
・
。

③
○
○
の
皆
様
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

③
相
手
の
安
否

・
・
・
・
。
私
た
ち
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
。

自
分
の
安
否

④
さ
て
、
先
日
の
職
場
体
験
の
際
は
・
・
・
・
・
・
・

④
用
件

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

伝
え
た
い
内
容

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
。

⑤
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
○
○
の
皆
様
の
・
・
・
・

⑤
締
め
く
く
り
の

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

挨
拶

・
・
・
。
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑥
結
び
の
言
葉

⑥
敬
具

⑦
日
付

⑦
平
成
○
年
○
月
○
日

⑧
自
分
の
名
前

⑧
○
○
中
学
校

○
年
○
組

○
班
○
○

○
○

⑨
あ
て
名
・
敬
称

⑨
○
○

○
○

様

（
２
）
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
手
紙
を
書
い
て
み
よ
う
。

①
近
況
報
告

②
お
願
い
（
依
頼
）
の
手
紙
（
総
合
的
な
学
習
・
調
べ
学
習
）

③
旅
先
か
ら
の
手
紙
（
野
外
活
動
・
修
学
旅
行
）

◇
参
考
資
料
・
・
・
「
時
候
の
挨
拶
」

型
ど
お
り
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
例
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

身
の
回
り
の
自
然
の
様
子
や
、
自
分
が
見
つ
け
た
風
景
な
ど
、

実
感
の
こ
も
っ
た
表
現
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

月

厳
冬
の
候

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

二

月

余
寒
の
候

寒
さ
も
ま
だ
厳
し
い
折
か
ら

三

月

早
春
の
候

よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

四

月

春
暖
の
候

春
も
た
け
な
わ
と
な
っ
て
き
ま
し
た

五

月

新
緑
の
候

風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た

六

月

梅
雨
の
候

う
っ
と
う
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す

七

月

盛
夏
の
候

梅
雨
明
け
が
待
た
れ
る
今
日
こ
の
頃

八

月

炎
暑
の
候

残
暑
厳
し
い
折
か
ら

九

月

初
秋
の
候

灯
火
親
し
む
頃
と
な
り
ま
し
た

十

月

秋
冷
の
候

秋
も
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

十
一
月

晩
秋
の
候

冷
気
が
身
に
し
み
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た

十
二
月

初
冬
の
候

歳
末
ご
多
用
の
折
か
ら


